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人孔鉄蓋後付・修繕工法 エポ工法

平成24年3月12日～平成29年3月11日

審査証明有効期間

技術保有会社／お問合せ先

本概要書は、財団法人土木研究センター（PWRC）が行った「建設技術審査証明（土木系材料・製品・技術、道路保全技術）」の結果を、広く関係各位に紹介する目的で作成したものであります。
財団法人 土木研究センター（PWRC）企画・審査部　TEL03-3835-3609　http://www.pwrc.or.jp/shinsa.html

建技審証第1104号

適用範囲

建設技術審査証明事業（土木系材料・製品・技術、道路保全技術）
概要書

平成 24 年 3月

エポ工法は、以下の性能を有すると認定されました。
（１） 施工性の向上

舗装工事区間に人孔鉄蓋の突起がないため、障害のない連続機械化施工が可能となる。そのため舗装材料
の敷均し、転圧がしやすく、施工性が向上すると認められました。

（２） 安全性の確保
工事期間中の一時交通開放に際しては、人孔上部の仮撤去を行い規定の仮蓋を設置してから施工するの

で、人孔部の摺付けが不要になり、交通の安全が図れると認められました。
（３） 舗装の平たん性の確保

舗装工事完了後の人孔鉄蓋周囲の舗装の平たん性が確保できると認められました。
（４） 耐久性の確保

アスファルト舗装と同等以上の耐久性が確保できると認められました。
（５） 環境保全の確保

従来工法と比較し、低騒音・低粉塵での施工が可能であり、工事対象範囲の縮減と産業廃棄物（旧調整
材、切断汚泥水等）の削減ができると認められました。
また、人孔鉄蓋周辺の段差に起因する車輌騒音・振動を低減し、環境保全に寄与できると認められまし

た。

〒607-8234　京都市山科区勧修寺南大日町１－１
TEL：075-573-8901　FAX：075-573-7910

株式会社 ハネックス・ロード

審査証明の結果

各種舗装工事（切削オーバーレイ、オーバーレイ、
打換え、新設）、人孔鉄蓋維持修繕工事

上水道・下水道・通信・電力・ガス・共同溝等

300､400､500､600､900､900-600

φ600ｍｍ～φ1630mm

切断深さ450mm

アスファルト、コンクリート、インターロッキング、
平板

夜間工事（低騒音）、早期交通開放、高耐久性、ライ
フサイクルコスト（低減）

※円切カッターの切断速度：舗装と垂直方向に約1cm以上/分（φ1000mm）

適用工事

適用人孔

マンホール蓋サイズ（呼び）

施工径（切断サイズ）

1度で切断できる最大深さ

舗装種別

特に効果の高い適用範囲



円切カッター径の範囲

円切カッターの切断深さ

円切カッターの切断速度

最小φ600㎜、最大φ1630㎜

最大450㎜

1㎝以上／分（φ＝1000㎜）

性　　　　　　能諸　　　　　元

圧縮強度

曲げ強度

18  N/mm2以上

5.0 N/mm2以上

JIS A 1108準拠（常温時、養生3日）

JIS A 1106準拠（常温時、養生3日）

試 験 方 法強　度

人孔鉄蓋後付・修繕工法 エポ工法
技術の概要

　人孔鉄蓋後付・修繕工法「エポ工法」（以下、エポ工法という）は、舗装工事前に人孔上部を撤去しておくこ

とにより、人孔上部の突起が無い状態で、切断、切削、舗装材料の敷均し、転圧等の各種作業を支障なく行うこ

とが可能になる工法です。また、本工法は人孔周辺の既設舗装を円形かつ、垂直に切断できるため、人孔鉄蓋の

取替え、既設舗装と人孔鉄蓋との段差調整などの人孔鉄蓋維持修繕工事にも適用できます。施工では、人孔部分

を円形に切断のうえ撤去、人孔上部の据付け、復旧を行います。調整復旧にはＥＳコンクリート等を使用するため、

品質の確保や、出来形の管理が容易に行えます。

　したがってこの工法の特長は、舗装工事を伴う工種では、連続機械化施工ができることによる施工性の向上、

一時交通開放時の安全性の確保、および人孔鉄蓋周囲の舗装の平たん性が確保でき、さらに車輌の走行騒音、振

動などが軽減され、その結果、沿道住民の生活における環境保全の確保が図れることです。

エポ工法は、人孔鉄蓋周囲の舗装を円形に切断し、アスファルト塊もろとも撤去し、鉄蓋受枠部の調整復旧に

は、ＥＳコンクリート等を使用する工法です。

技術の特徴

２．使用材料

１．使用機械

エポリングの形状および寸法

（１）規定の仮蓋

規定の仮蓋は自動車荷重T－２５（衝撃係数ｉ＝0.4）に耐えうる強度を有し、また、たわみ量はJIS 

A 5506下水道用マンホール蓋の許容たわみ量以下となっています。

（２）ＥＳコンクリート

ＥＳコンクリートは、立ち上がり強度が高く粘性のあるエポキシ系のレジンコンクリートです。

（３）エポリング

調整復旧時の高さの調整にはコンクリートリング（エポリング）を用います。

※ＥＳコンクリートの室内性状試験結果
ＥＳコンクリートは、各試験項目において舗装に用いられるアスファルト混合物、セメントコンクリート
に比べ高い物性値を示し、性能指標などを満足するものです。
ＥＳコンクリートは、アスファルト混合物と同等以上の性状を有していることを確認いたしました。

ＥＳコンクリートの物性

円切カッターの諸元・性能
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最小φ600㎜、最大φ1630㎜

最大450㎜

1㎝以上／分（φ＝1000㎜）

性　　　　　　能諸　　　　　元

圧縮強度

曲げ強度

18  N/mm2以上

5.0 N/mm2以上
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人孔鉄蓋後付・修繕工法 エポ工法
技術の概要

　人孔鉄蓋後付・修繕工法「エポ工法」（以下、エポ工法という）は、舗装工事前に人孔上部を撤去しておくこ

とにより、人孔上部の突起が無い状態で、切断、切削、舗装材料の敷均し、転圧等の各種作業を支障なく行うこ

とが可能になる工法です。また、本工法は人孔周辺の既設舗装を円形かつ、垂直に切断できるため、人孔鉄蓋の

取替え、既設舗装と人孔鉄蓋との段差調整などの人孔鉄蓋維持修繕工事にも適用できます。施工では、人孔部分

を円形に切断のうえ撤去、人孔上部の据付け、復旧を行います。調整復旧にはＥＳコンクリート等を使用するため、

品質の確保や、出来形の管理が容易に行えます。

　したがってこの工法の特長は、舗装工事を伴う工種では、連続機械化施工ができることによる施工性の向上、

一時交通開放時の安全性の確保、および人孔鉄蓋周囲の舗装の平たん性が確保でき、さらに車輌の走行騒音、振

動などが軽減され、その結果、沿道住民の生活における環境保全の確保が図れることです。

エポ工法は、人孔鉄蓋周囲の舗装を円形に切断し、アスファルト塊もろとも撤去し、鉄蓋受枠部の調整復旧に

は、ＥＳコンクリート等を使用する工法です。

技術の特徴

２．使用材料

１．使用機械

エポリングの形状および寸法

（１）規定の仮蓋

規定の仮蓋は自動車荷重T－２５（衝撃係数ｉ＝0.4）に耐えうる強度を有し、また、たわみ量はJIS 

A 5506下水道用マンホール蓋の許容たわみ量以下となっています。

（２）ＥＳコンクリート

ＥＳコンクリートは、立ち上がり強度が高く粘性のあるエポキシ系のレジンコンクリートです。

（３）エポリング

調整復旧時の高さの調整にはコンクリートリング（エポリング）を用います。

※ＥＳコンクリートの室内性状試験結果
ＥＳコンクリートは、各試験項目において舗装に用いられるアスファルト混合物、セメントコンクリート
に比べ高い物性値を示し、性能指標などを満足するものです。
ＥＳコンクリートは、アスファルト混合物と同等以上の性状を有していることを確認いたしました。

ＥＳコンクリートの物性

円切カッターの諸元・性能
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人孔鉄蓋後付・修繕工法

エポ工法

人孔鉄蓋後付・修繕工法 エポ工法

平成24年3月12日～平成29年3月11日

審査証明有効期間

技術保有会社／お問合せ先

本概要書は、財団法人土木研究センター（PWRC）が行った「建設技術審査証明（土木系材料・製品・技術、道路保全技術）」の結果を、広く関係各位に紹介する目的で作成したものであります。
財団法人 土木研究センター（PWRC）企画・審査部　TEL03-3835-3609　http://www.pwrc.or.jp/shinsa.html

建技審証第1104号

適用範囲

建設技術審査証明事業（土木系材料・製品・技術、道路保全技術）
概要書

平成 24 年 3月

エポ工法は、以下の性能を有すると認定されました。
（１） 施工性の向上

舗装工事区間に人孔鉄蓋の突起がないため、障害のない連続機械化施工が可能となる。そのため舗装材料
の敷均し、転圧がしやすく、施工性が向上すると認められました。

（２） 安全性の確保
工事期間中の一時交通開放に際しては、人孔上部の仮撤去を行い規定の仮蓋を設置してから施工するの

で、人孔部の摺付けが不要になり、交通の安全が図れると認められました。
（３） 舗装の平たん性の確保

舗装工事完了後の人孔鉄蓋周囲の舗装の平たん性が確保できると認められました。
（４） 耐久性の確保

アスファルト舗装と同等以上の耐久性が確保できると認められました。
（５） 環境保全の確保

従来工法と比較し、低騒音・低粉塵での施工が可能であり、工事対象範囲の縮減と産業廃棄物（旧調整
材、切断汚泥水等）の削減ができると認められました。
また、人孔鉄蓋周辺の段差に起因する車輌騒音・振動を低減し、環境保全に寄与できると認められまし

た。

〒607-8234　京都市山科区勧修寺南大日町１－１
TEL：075-573-8901　FAX：075-573-7910

株式会社 ハネックス・ロード

審査証明の結果

各種舗装工事（切削オーバーレイ、オーバーレイ、
打換え、新設）、人孔鉄蓋維持修繕工事

上水道・下水道・通信・電力・ガス・共同溝等

300､400､500､600､900､900-600

φ600ｍｍ～φ1630mm

切断深さ450mm

アスファルト、コンクリート、インターロッキング、
平板

夜間工事（低騒音）、早期交通開放、高耐久性、ライ
フサイクルコスト（低減）

※円切カッターの切断速度：舗装と垂直方向に約1cm以上/分（φ1000mm）

適用工事

適用人孔

マンホール蓋サイズ（呼び）

施工径（切断サイズ）

1度で切断できる最大深さ

舗装種別

特に効果の高い適用範囲


